
教員免許状更新講習のご案内
2 0 2 1 年度

問い合わせ先

武蔵野音楽大学　教員免許状更新講習係
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教員免許状更新講習  と 免許法認定講習 は別の講習です。受講に際しては、ご注意ください。

武蔵野音楽大学ウェブサイト  http://www.musashino-music.ac.jp/
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、実施方法の変更や講習が中止となる場合があります。
その場合は、本学ウェブサイト（http://www.musashino-music.ac.jp/）にてお知らせしますので、�
予めご了承ください。
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１ 受講対象者および2021年度教員免許状更新講習受講資格者

（１）受講対象者（新免許状・旧免許状共通）
①現職教員（校長、副校長、教頭を含む。ただし、指導改善研修中の者を除く）
②実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員
③�教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育または社会教育に関する指導等
を行う者
④③に準ずる者として免許管理者が定める者
⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員
⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者
⑦教員採用内定者
⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者
⑨過去に教員として勤務した経験のある者
⑩�認定こども園で勤務する保育士
⑪認可保育所で勤務する保育士
⑫幼稚園を設置している者が設置する認可外保育施設で勤務する保育士

※現在まで教職に就いておらず、また今後も教員として勤務する予定のない方は受講の必要はありません。
※旧免許状所持者のうち、①③④⑥については受講義務者（更新講習の受講義務がある者）になります。

（２）2021年度教員免許状更新講習受講資格者
上記①〜⑫のうち、以下の【Ａ】または【Ｂ】に該当する方に受講資格があります。
また、修了確認期限の延期または有効期間の延長が令和4年3月31日または令和5年3月31日まで認めら
れた方も含みます。

【Ａ】 旧免許状所持者（平成21年3月31日以前に授与された普通免許状または特別免許状を有する方）

修了確認期限 対象となる方の生年月日
免許状更新講習受講期間

および更新講習修了確認申請期間

第２グループ
（２巡目）※１

修了確認期限の満了日
令和4年3月31日

昭和31年4月2日〜昭和32年4月1日
令和2年2月1日〜　　
　　令和4年1月31日

昭和41年4月2日〜昭和42年4月1日
昭和51年4月2日〜昭和52年4月1日

第３グループ
（２巡目）※１

修了確認期限の満了日
令和5年3月31日

昭和32年4月2日〜昭和33年4月1日
令和3年2月1日〜　　
　　令和5年1月31日

昭和42年4月2日〜昭和43年4月1日
昭和52年4月2日〜昭和53年4月1日

※�本表は平成21年3月31日までに授与された栄養教諭免許状を所持しない旧免許状所持者向けの対応表です。
※１　�第２グループ（２巡目）、第３グループ（２巡目）に含まれる者は、１巡目に更新を行った方に限られ

ます。また、現在、休眠状態の免許状を所持する方は、随時更新講習の受講が可能です。

【Ｂ】 新免許状所持者（平成21年4月1日以降に初めて授与された普通免許状または特別免許状を有する方）
所持する免許状の有効期間の満了日が令和4年3月31日または令和5年3月31日

（免許状の有効期間満了日まで２年２ヶ月の期間内にある方）

ご自身の受講資格について不明な場合は、都道府県教育委員会等にご自身でご確認ください。
また、文部科学省ホームページでご自身の「修了確認期限」が確認できます。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index1.htm
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２ 講  習  期  間
必 修 領 域  6  時 間：７月22日（木・祝） 〔幼稚園・小学校教諭対象クラス〕

７月23日（金・祝） 〔中学校・高等学校教諭対象クラス〕
選択必修領域 6 時間：７月22日（木・祝） 〔中学校・高等学校教諭対象クラス〕

７月23日（金・祝） 〔幼稚園・小学校教諭対象クラス〕
選 択 領 域 18 時 間：７月24日（土） 〜 ７月26日（月）の３日間

3 実施する講習
（１） 必修領域６時間、選択必修領域６時間および選択領域18時間、合計30時間の講習を開講します。
（２） 必修領域６時間、選択必修領域６時間は、それぞれ「幼稚園・小学校の教諭を対象とするクラス」と「中

学校・高等学校の教諭を対象とするクラス」に区分し、開講します。なお、特別支援学校の教諭は任意で
いずれかのクラスをお選びください。

（３） 選択必修領域６時間は、開講している３講座から１講座を選択し、受講してください。
（４） 選択領域18時間は各日６時間の講座を７ページのとおり開講します。各日に開講している講座から１講

座を選択し、３日間で18時間（１講座６時間×３）の受講ができます。
（５） 必修領域のみ、選択必修領域のみあるいは選択領域のみの受講もできます。また、選択領域は、１講座６

時間あるいは２講座12時間のみの受講もできます。
（６） 一度お申し込みいただいた講座は、原則として変更できません。

４ 募  集  定  員
必修領域・選択必修領域・選択領域いずれも５〜７ページの「開講要領」を確認してください。

５ 受  講  方  法
（１） Zoom（Web 会議ツール）を利用して講習を実施します。６～７ページの「時間割」のとおり受講して

ください。
（２） 受講に際しては、インターネットに接続されたパソコン（Web カメラ・マイク・スピーカーが内蔵また

は付属されている機種。ヘッドフォンやヘッドセットの使用可）およびプリンタをご準備ください。スマ
ートフォンやタブレットでは受講できません。

（３） 受講前に Zoom サイトより Zoom アプリをパソコンにインストールしてください。また、Zoom アプ
リは必ず最新版にアップデートして使用してください。

（４） 講習には音声や映像の送受信が伴いますので、受講中にネットワーク接続が途切れないよう、安定した
通信速度が保持できる環境を準備してください。また、有線接続（LAN ケーブルでの接続）と無線接続

（Wi-Fi 接続）を選択できる場合は、有線接続を推奨します。
（５） パソコンの OS やアプリ、ソフトウェア、ブラウザのバージョンは、常に最新の状態にアップデートして

ください。
（６） 受講の際に発生するデータ通信料および受講する講座のテキストの印刷については、受講者の負担となり

ます。

※上記の受講環境が整っており、パソコンの基本的な操作ができる場合に受講が可能となります。
パソコンおよび Zoom の操作方法、インターネットの接続等についてのサポートはできかねます
ので、予めご了承ください。
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６ 申  込  期  間
６月１日（火）消印 〜 ６月15日（火）必着　　申し込みは郵送のみとなります。
※�申し込み受付は先着順とし、選択領域については申込書に第１希望、第２希望を記入した上で申し込んでく
ださい。
　なお、申込期間内であっても各講座の募集人数を超えた場合には、受付を締め切ります。
※�受付状況は本学ウェブサイトに掲載しますので確認の上、お申し込みください。
　（毎日16：30頃更新。ただし、土曜・日曜を除く）　
※�希望する講座の受講の可、不可の通知については、６月24日（木）以降に「受講決定通知書」（郵送）にてお知
らせします。

７ 申  込  方  法
本学指定の申込書に必要事項をすべて記入し、長形３号封筒にて郵送してください。なお、申込書はこの要項
に添付されている用紙を使用するか、本学ウェブサイト（http://www.musashino-music.ac.jp/）からダ
ウンロードし、印刷してご使用ください。

　　　　〒176-8521　東京都練馬区羽沢1-13-1　武蔵野音楽大学　教員免許状更新講習係
　　　　（１）教員免許状更新講習受講申込書
　　　　　　 　●証明者記入欄の証明者印は、公印を捺印してください。
　　　　（２） 写真１枚 縦４㎝×横３㎝  

（最近３ヶ月以内に撮影したもの、カラー・白黒いずれでも可。正面上半身、無背景、無帽）
　　　　　　 　●�裏面に氏名を記入して、教員免許状更新講習受講申込書に貼付してください。
　　　　（３）事前課題意識調査用紙（任意）
　　　　　　 　●事前課題意識調査については、４ページの 10をご確認ください。

※�受講申込書は不備がないよう、郵送前に必ず再度ご確認ください。受講申込書に不備（証明者記入
欄・受講希望講座の記入漏れ、捺印漏れ、写真不足等）がある場合は、受付できませんのでご注意
ください。なお、一旦提出された書類は返却いたしません。

申込先
提出物
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８ 受 講 料 納 入
受付後、６月24日（木）以降にお送りする「受講決定通知書」をご確認の上、同封する「受講料の納入につい
て」に記載の納入期間内に受講料を指定口座へお振込みください。
なお、納入期間内に納入の手続きが完了しない場合は、受講の意思がないものとして取り扱います。

〈受講料〉

必修領域 ６時間 7,000円

選択必修領域 ６時間 7,000円

選択領域

１講座（６時間） 7,000円

２講座（12時間） 14,000円

３講座（18時間） 21,000円

９ 受講のキャンセルについて
申し込み手続が完了した後に、受講する講座の全部または一部をキャンセルする場合は、必ず「教員免許状更
新講習係（電話 03－3992－1128）」まで連絡をしてください。７月12日（月）17時までにキャンセルの申し
出があった場合は、キャンセルする講習の受講料を全額返還します。７月12日（月）17時以降のキャンセルの
申し出については、受講料は返還できませんのでご了承ください。

10 事前課題意識調査について
講習の実施に先立ち、事前課題意識調査を行いますので、「2021年度　教員免許状更新講習　事前課題意識調
査」をご記入の上、申込書と一緒にお送りください。なお、この調査書の提出は任意です。また、この調査で
希望された事項は担当講師に伝えるとともに、講習内容にもできる限り反映させてまいりますが、諸般の事情
で実現可能なものと実現させるのに時間がかかるものがあることをご了承ください。
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開  講  要  領

（１）必修領域および選択必修領域講座内容、募集定員および時間割

必 修 領 域 講 座 内 容

講　習　内　容 担　当　講　師

教　育　事　情

国の教育政策や世界の教育の動向
飯　田　　　勉
（�文部科学省初等中等教育局主任教科書�
調査官、元群馬県立太田東高等学校教頭）

教員としての子ども観、教育観等についての
省察

新　藤　久　典
（�東京女子体育大学教職アドバイザー、�
文部科学省学校業務改善アドバイザー、
公益財団法人日本教育会調査研究委員会
委員長）

子どもの発達に関する脳科学、心理学等にお
ける最新の知見（特別支援教育に関するもの
を含む。）

佐　藤　典　子
（武蔵野音楽大学非常勤講師）

子どもの生活の変化を踏まえた課題

選択必修領域講座内容

講　習　内　容 担　当　講　師

学校における
危機管理上の
課題

いじめや不登校、虐待など幼児・児童・生徒にかかわる課
題や、働き方改革などの組織運営にかかわる課題、新しい
学習指導要領を確実に実施していくうえでの教師の力量形
成にかかわる課題など、学校が社会的責任を果たしていく
うえでリスクとなるものを取り上げ、講義やディスカッシ
ョン、演習などを通して、受講者の実践的課題解決力を高
める。

坂　田　　　篤
（�清瀬市教育委員会教育長）

学校、家庭及
び地域の連携
及び協働

現在、学校には「チーム学校」を踏まえた組織的な教育実
践、危機管理が求められています。「社会に開かれた教育課
程」等を踏まえ、これからの社会を創り出していく子供た
ちが、社会や世界に向き合い関わり合っていくために求め
られる資質・能力とは何か、教育課程において明確化して
いくことは何かを考えていきます。その際、「チーム学校」
という、学校の教職員のチームワークはもとより、地域の
人的・物資的資源を活用等、社会教育や異校種、様々な機
関と、どのように連携していくかを講議やグループ討議を
通して考えます。

髙　橋　基　之
（�東邦音楽大学附属東邦中学
校・東邦高等学校校長、東邦
音楽学校校長、東邦音楽大学
特任教授）

道 徳 教 育

今後、幼児・児童・生徒が豊かにたくましく生きていく上
で培うべき資質・能力とは何かを踏まえ、新学習指導要領
に基づく今後の道徳教育、及び「特別の教科　道徳」にお
ける指導方法、カリキュラムマネジメント、評価等につい
てグループ討議等を通して学んでいきます。

齋　藤　道　子
（�東京医療保健大学特任教授、
武蔵野音楽大学非常勤講師、
元文京区立明化小学校副校長）
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募 集 定 員

必修領域・選択必修領域いずれも「幼稚園・小学校の教諭を対象とするクラス」と「中学校・高等学
校の教諭を対象とするクラス」とし、必修領域は「幼稚園・小学校の教諭を対象とするクラス」、「中
学校・高等学校の教諭を対象とするクラス」共に100名、選択必修領域は22日、23日の各クラスい
ずれも60名ずつとします。なお、特別支援学校の教諭は、任意でいずれかのクラスをお選びください。

対 象 領　域 定　員

幼稚園・小学校の教諭を対象とするクラス
必修領域 100名

選択必修領域 ３講座ともに各60名

中学校・高等学校の教諭を対象とするクラス
必修領域 100名

選択必修領域 ３講座ともに各60名

時　 間 　割

▪幼稚園・小学校の教諭を対象とするクラス
講座記号　Ｘ

７月22日
（木・祝）

必
修

Ⅰ時限 Ⅱ時限 休　憩
11:20

～
12:20

Ⅲ時限 Ⅳ時限 Ⅴ時限 Ⅵ時限 Ⅶ時限

9:30-10:20 10:30-11:20 12:20-13:10 13:20-14:10 14:30-15:20 15:30-16:20 16:40-17:40

飯田　勉 飯田　勉 新藤久典 新藤久典 佐藤典子 佐藤典子 必修筆記試験

７月23日
（金・祝）

選
択
必
修

組番号
Ⅰ時限 Ⅱ時限

休　憩
11:20

～
12:20

Ⅲ時限 Ⅳ時限 Ⅴ時限 Ⅵ時限 Ⅶ時限

9:30-10:20 10:30-11:20 12:20-13:10 13:20-14:10 14:30-15:20 15:30-16:20 16:40-17:40

１組 坂田　篤 � � � � ――→ 選択必修
筆記試験

２組 髙橋基之 � � � � ――→ 選択必修
筆記試験

３組 齋藤道子 � � � � ――→ 選択必修
筆記試験

▪中学校・高等学校の教諭を対象とするクラス
講座記号　Ｙ

７月22日
（木・祝）

選
択
必
修

組番号
Ⅰ時限 Ⅱ時限

休　憩
11:20

～
12:20

Ⅲ時限 Ⅳ時限 Ⅴ時限 Ⅵ時限 Ⅶ時限

9:30-10:20 10:30-11:20 12:20-13:10 13:20-14:10 14:30-15:20 15:30-16:20 16:40-17:40

１組 坂田　篤 � � � � ――→ 選択必修
筆記試験

２組 髙橋基之 � � � � ――→ 選択必修
筆記試験

３組 齋藤道子 � � � � ――→ 選択必修
筆記試験

７月23日
（金・祝）

必
修

Ⅰ時限 Ⅱ時限
休　憩
11:20

～
12:20

Ⅲ時限 Ⅳ時限 Ⅴ時限 Ⅵ時限 Ⅶ時限

9:30-10:20 10:30-11:20 12:20-13:10 13:20-14:10 14:30-15:20 15:30-16:20 16:40-17:40

飯田　勉 飯田　勉 新藤久典 新藤久典 佐藤典子 佐藤典子 必修筆記試験
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（２）選択領域講座内容、募集定員および時間割

講 座 内 容

▪７月24日（土）
講座記号　Ａ 音楽科指導法（小学校）　―鑑賞教材を中心に―� 定員60名

小学校を中心に、新学習指導要領を見据えた鑑賞の
授業づくりについて研修する。教材は、授業で扱わ
れることの多い鑑賞曲を取り上げる。指導内容、学
習展開、指導方法、評価、ワークシート等を具体的
に考えて交流し合うなど、実践的な研修を通して、
鑑賞の授業改善につなげる。

勝　山　幸　子
（港区立御成門中学校主任教諭）

講座記号　Ｂ 音楽科指導法（中・高校）　―歌唱教材を中心に―� 定員60名
中学校の歌唱共通教材を中心に、発声や歌詞や曲想
とのかかわりに注意しながら表現を工夫させる指導
について、授業場面を想定しながら実践的に研修し、
指導案を作成する。

山　崎　朋　子
（�調布市立第五中学校指導教諭、
作曲家、合唱指導者）

▪７月25日（日）
講座記号　Ｃ 音楽科指導法（中・高校）　―鑑賞教材を中心に―� 定員60名

中学校を中心に、新学習指導要領を見据えた鑑賞の
授業づくりについて研修する。教材は、授業で扱わ
れることの多い鑑賞曲を取り上げる。指導内容、学
習展開、指導方法、評価、ワークシート等を具体的
に考えて交流し合うなど、実践的な研修を通して、
鑑賞の授業改善につなげる。

勝　山　幸　子
（港区立御成門中学校主任教諭）

講座記号　Ｄ 特別支援教育における音楽指導� 定員100名
小・中・高等学校および特別支援学校において、特
別の支援を必要とする子どもに対する音楽活動では
どのような配慮が必要か。また、音楽活動を通して
どのようにかかわったらよいか、必要な知識・技術
等について、実践的に研修する。

𡈽　野　研　治
（�日本大学藝術学部特任教授、
武蔵野音楽大学非常勤講師）

▪７月26日（月）
講座記号　Ｅ 音楽科指導法（小学校）　―歌唱教材を中心に―� 定員60名

歌唱指導における基礎的技能指導のスキルアップ
①�１年生から始められる声づくり。いろいろな発声
練習で具体的に提示し、実践する。
②�発声器官、特に声帯と副鼻腔共鳴のメカニズムを
知り、現場に役立てる一助とする。
③�歌唱の授業で、特に多い悩みの解決につながる質
疑応答と相互研究

蓮　沼　勇　一
（�元暁星小学校教諭、合唱教育
者、指揮者）

講座記号　Ｆ 音楽科指導法（中・高校）　―日本の伝統音楽の鑑賞を中心に―� 定員100名
中学校・高等学校の日本の伝統音楽の鑑賞活動を中
心に、音楽を形づくっている要素や構造と曲想との
かかわり、音楽の特徴と文化・歴史とのかかわりな
どの視点から、それらを言葉で説明する指導のあり
方について、場面を想定しながら実践的に研修する。

薦　田　治　子
（武蔵野音楽大学教授）

時　 間 　割

▪７月24日（土）から７月26日（月）まで３日間共通
７月24日（土）

～

７月26日（月）
選
択

Ⅰ時限 Ⅱ時限 休　憩
12:50-13:50

Ⅲ時限 Ⅳ時限
9:30-11:00 11:20-12:50 13:50-15:20 15:40-17:10


